
 

  
 

                                  

 

 

 

 

報道機関 各位 

 

 

「リサイクル寄付」贈呈式について 

 

  本市では、令和８年６月 2日に車検満了となった車両を一般社団法人日本カーシェアリング

協会が実施する「リサイクル寄付」により車両を贈呈することとしました。 

 この寄付は、被災地で直接使用するのではなく、リサイクル事業者により買取額が協会への寄

付金となり、災害時の被災地支援や車を必要とする方々への支援活動などの活動資金となります。 

 この度、下記のとおり本リサイクル寄付に関する記者会見を行わせていただきますので、ぜひ

取材・報道等でのご協力をよろしくお願いいたします。 

（別紙、一般社団法人日本カーシェアリング協会からの取材案内も合わせてご覧ください。） 

   

期 日  令和８年６月１８日（木） １０：００ ～  

   場 所  嬉野市役所 塩田庁舎 ３階 ３－２会議室 

 

 
    

令和８年６月１２日配信 

＜お問い合わせ＞ 

嬉野市役所 行政経営部 財政課 

担当 織田・尾﨑（資産管理Ｇ） 

℡０９５４－６６－９１１４ 



お問い合わせ先 一般社団法人日本カーシェアリング協会  担当：伊東・山口 

TEL：050-5482-3178（車の寄付_専用番号）／MAIL：teikyou@japan-csa.org 

 

プレスリリース 

 

【佐賀県内の自治体初】嬉野市が廃車予定の公用車を寄付 

廃車車両が被災地支援の力に。6月 18 日、「車両贈呈式」を開催します。 

 

 一般社団法人日本カーシェアリング協会（宮城県石巻市、代表理事：吉澤武彦）は、2026 年 6 月 18 日、佐賀県嬉野

市役所にて、嬉野市から廃車予定の軽自動車 1 台の寄贈を受ける車両贈呈式を開催します。当協会が佐賀県内の自治体

から車両の寄付を受けるのは、今回が初めてです。 

寄贈車両は、被災地で直接使用するのではなく、自動車リサイクル事業者によってパーツや資源として適切にリサ

イクルされ、その買取額が当協会への寄付金となります。寄付金は、災害時に被災された方々へ車を無償で貸し出す

支援活動に必要な車両維持費、運搬費、保険料などに活用されます。 

 嬉野市は、2024 年に佐賀県内で初めて「災害時返却カーリース（※詳細は 2 枚目記載）」を導入いただいた自治体

です。平時から災害に備える仕組みづくりにご協力いただく中で、単に廃車するのではなく、支援や社会貢献につな

げたいとの思いから寄贈いただくこととなりました。 

 

 災害時に必要な車両を確実に確保するとともに、平時から適切に維持・管理し、いざという時に迅速に必要な人へ

届けられる状態を保つためには、継続的な活動資金が欠かせません。 今回の嬉野市の協力は、廃車となる車両をリ

サイクルして得られる寄付金が、車両維持に直接活用できるため、今後起こりうる災害における支援活動の持続可能

性を高めるものです。そして、車を手放す際に「寄付する」という選択肢を、他の自治体や企業、市民の皆さまへ広げ

るきっかけにもなります。 

 

個人や組織が車を手放す際に寄付を選択する動きが広がれば、今後起こりうる大規模災害の被災地で必要とされる

車を届けることができるようになります。こうした支援の形を広く知っていただく機会として、ぜひ車両贈呈式のご

取材をご検討くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

■車両贈呈式の概要（当日はこちらの取材をお願いします） 

▷日時：2026 年 6 月１8 日(木) 午前 10 時 00 分～ 

▷場所：嬉野市役所／〒８４９－１４９２ 佐賀県嬉野市塩田町大字馬場下甲１７６９番地 

▷参加者：嬉野市長 山口 卓也（ヤマグチ タクヤ）様 副市長 萩尾 友明（ハギオ トモアキ）様 

日本カーシェアリング協会 佐賀支部 山口 智美（ヤマグチ トモミ）、江口 康成（エグチ ヤスナリ） 

▷当日取材いただける内容：寄贈の経緯に関しての説明、寄贈車両・寄贈での写真撮影、 

             嬉野市長 山口 様、協会 山口へのインタビュー、車両引き上げの様子の撮影                     

▷当日連絡先：日本カーシェアリング協会  山口携帯：070-1143-7799 

※取材いただける場合、6 月 17 日(水)17 時までに 050- 5482-3178（本部）へ取材希望のご連絡をお願いします。 

※当日、車両引取会社へのインタビューはできません。 
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2026 年 6 月 12 日 

一般社団法人日本カーシェアリング協会 



お問い合わせ先 一般社団法人日本カーシェアリング協会  担当：伊東・山口 

TEL：050-5482-3178（車の寄付_専用番号）／MAIL：teikyou@japan-csa.org 
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以下、参考資料） 

 

■廃車する車が被災地支援、社会貢献になる仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな状態の車も寄付ができます。車検切れ、故障している車も大歓迎です。 

車の状態に応じて、「廃車として資源を再利用」または「中古車として適切に流通」し、その過程で算出されるパー

ツや資源の金額が、協会への寄付金へとつながります。 

▷リサイクル寄付の寄付金額の使い道 

全国の被災地における車の無償貸出支援の事業費 (車両維持費、運搬費、保険料、人件費など)や管理費 

■寄付の流れ（寄付は完全無料です） 

① 電話またはフォームで申し込み（050-5482-3178 / Web 申し込みはこちら） 

 フォーム：https://www.japan-csa.org/blog/cardonation  → QR コード 

 電話：050- 5482-3178  対応日時：平日 9:00-18:00  

②必要書類を用意＆車の引渡し日時を調整 

③ご指定の場所まで提携会社が引取り、その後速やかに廃車・ リサイクル処理を実施 

④寄付金額が確定後、協会より感謝状にてご報告をする  

車の寄付の詳細リンク→https://www.japan-csa.org/benefaction/car.php 「車の寄付」でインターネット検索 

 

■自治体からの「車の寄付」実績（リサイクル寄付） 

・宮城県 松島町 1 台（2023 年 4 月） 

・宮城県 大衡村 5 台（2025 年 4 月） 

・宮城県 丸森町 2 台（2026 年 5 月） 

・佐賀県 嬉野市 1 台（2026 年 6 月） 

 

■「災害時返却カーリース」とは 

平時は月額 11,000 円（税込・軽自動車の場合）という低コストで車両を利用でき、災害発生時には当協会の要請に

基づき 10 日以内にリース車両を返却することを条件としたカーリース制度です。災害時に被災地へ迅速に車両を集

約することを目的に、2020 年より運用を開始しました。今回のような民間企業、一般個人が借りられるプランの

他、自治体間・社会福祉協議会間で車両を融通するプランも用意されています。現在全国で 143 台が運用されてお

り、全国の自治体では 16 自治体が導入しています。 

 


